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全国の教育旅行関係者の皆様方におかれましては、

益々ご清栄の事とお慶び申し上げます。 

本市は、教育旅行を通じて、長年多くの児童・生

徒の皆様をお迎えして参りました。 

東日本大震災以降、原発事故の風評により来訪校

は大幅に減少いたしましたが、正確な情報発信や受

入体制の整備に努めながら、全国の教育関係者や保

護者の皆様へ本市への児童・生徒の来訪をお願いし

てまいりました。 

おかげさまをもちまして、今もなお収束の見えない新型コロナウイルスの渦中

において、震災以前の来訪校を上回り、回復の兆しが見えてきたところです。 

本市のまちなかには数多くの歴史的な建物や史跡等が点在し、現在も会津藩の

「ならぬことはならぬ」の道徳的精神文化が「あいづっこ宣言」として受け継が

れているなど、歴史や文化を学んでいただくには最適な条件にあります。 

まちなか周遊バスなどの二次交通の整備やおもてなしの向上によって、自主研

修なども効果的に実施していただけるものと考えております。 

さらに、国際的にも関心が高まっているＳＤＧｓへの積極的な取り組みや革新

的技術であるＩＣＴ活用など新しい本市の魅力についても、児童・生徒の皆様の

学校教育の題材として、より一層取り上げていただきたいと存じます。 

また、震災以降に本市にご来訪いただいた数多くの学校より「会津若松市は教

育旅行の適地である」とのお言葉をいただいております。 

戊辰から１５０年を経て、先人が辿った歴史を正しくお伝えするとともに、引

き続きウィズコロナやアフターコロナを見据えた正確な情報発信に併せ、教育旅

行で来られた児童・生徒の皆様へ、安心・安全なサポート体制を心がけてまいり

ます。 

教育旅行の方面決定の際には、是非とも、会津若松市を候補地として、ご検討

いただきますようお願い申し上げ、ご挨拶とさせていただきます。 

 

 

               

令和 4年 4月 1日 

                    

          会津若松市長 


